
保健だより１１月号                    令和５年度 名西高校 保健室 

   

 １２月２２日は「冬至」です。冬至は１年で最も日が短い日のこと。この日に湯船に 

ゆずを浮かべた、ゆず湯に入ると風邪に引かずに冬を越せると言われています。 

実際にゆず湯には血行を促進したり、体を温めたりする効果があります。 

ぜひゆず湯に入って元気に冬を乗り越えましょう。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校保健安全法第 19条に基づき、出席停止の措置をとることになっています。 

発症日は、病院を受診した日ではなく、インフルエンザ様症状（38度以上の発熱等）が始まった日です。 

病院受診時に、医師に発症日の相談、確認をして下さい。 

受診していない場合や、「出席停止扱願い」が提出されない場合は、出席停止扱いになりません。 

処方された薬によっては、解熱が早い場合がありますが、ウィルスはまだ感染者の体内にあり、自己判断で 

登校した場合、学校での感染、流行が懸念されますので、必ず医師の判断、指示に従って下さい。 

登校再開後、担任から用紙を受け取り、保護者に必要事項を記入してもらい、薬剤処方箋等の写しを添えて 

１週間以内に担任へ提出してください。                             参考・引用文献：日本学校保健会「健」 

 

保健だより１２月号のリレー連載企画は吉野川高校保健委員会活動紹介等を教室掲示用に掲載しています。 


